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▲国際交流員
　チュオン・
　　ディン・レーさん

                                　　　　　　　　　Xin (シン) Chao (チャオ)（ベトナム語でこんにちは）。私は
                                    　　　　　　　ベトナムのフエ市から来ましたディン・レ－と申します。
                                　　　　　　　　私が初めて日本に来たのは14年前でした。最初は日本語が全
                                    　　　　　　くしゃべれませんでした。言葉が通じないと何もできないとい
                                    　　　　　　う事がわかりました。それに、３カ月ほど文化ショックや食べ
物が合わないなどがあって、とても大変でした。しかし、３カ月後、私は自分自身を克服しました。そ
れから、会社の社員や周りの人々と話す事ができるために毎日一生懸命日本語を勉強して、６カ月でや
っと皆と会話ができるようになりました。
　約２年間東京で日本語や設計技術を習ったり、日本人の普通の生活習慣や文化なども体験しました。
但し、短期間でなかなかたくさん覚えられませんでした。もっともっと知りたかったのですが、ベトナ
ムに帰らなければならなかったので、とても残念でした。今回、国際交流員になって、西条市役所で働
かせていただきまして、とても嬉しいです。私は西条市の皆さまに出会う事は縁だと思います。
　私は西条市へ行く前に仕事がうまくできるのか、日本での新生活や職場の規則に慣れていけるのか、
心配がたくさんありました。来日してから、最初は困る事もありましたが、市役所の周りの方々が親切
で、だいぶ安心しました。それに、知らない事や困る事がある時はすぐ熱心に教えていただき、本当に
助かりました。今、気持ちも落ち着いて、生活や職場の規則にも少し慣れました。
　国際交流員として、これから両市の文化交流を行っていきたいと思います。そして、西条市の皆さま
にベトナムの言葉や文化などを少しでも伝えていきたいのです。皆さまに支援していただいて、心から
感謝しております。これからよろしくお願いいたします。
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